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ごあいさつ   
先日の衆議院総選挙におきまして自民党は多くの議席を獲得しました。ロシアによるウクライナ

侵攻に加え、その後米国・イスラエルによるイラン攻撃の影響をうけ空前の物価高騰に対して、 

公約を守りながら政策の実現に努めなければなりません。また当地区では長沼原台バス停に 

横断歩道設置や、街路樹の伐採、市道長沼原５０号線の整備などの課題がありましたが、地元の

皆様、自治会の協力も戴き、一定の解決を見たのでご報告します。 
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（１）長沼原住宅横断歩道の設置 

平成 25 年に自治会から要望書を提出し、阿部紘一県議会議員のご協力で、翌年薄くなっている、暗渠脇の

道路の横断歩道の再塗装と、長沼原住宅バス停前の横断歩道の設置（当時は勤労者プラザ側にも予定がありま

した）そして千葉北警察からの提案で速度抑制の為に側線を設置、が施工されることになっていました。 

 3 つの工事が一度に発注された為、まず歩道の再塗装が行われる事になりました。しかし速度抑制の為の暗渠

脇道路に側線を設置する際に反対の方が出て、工事が止まりました。長沼原住宅バス停前横断歩道の設置も 

暗礁に乗り上げました。その後令和元年にも自治会から、長沼原住宅バス停前の横断歩道の設置をお願いしま

したが、不調に終わりました。しかし今回改めて高齢者施設ができたことも含めて、再び阿部紘一県議会議員の

ご協力も戴き設置されることになりました。 

 

 

 

ごみの処理にかかっている経費とは・・・ 

全体で 129億円（もともと我々の税金です。）かかっているう

ちの収集運搬の 38億円の内の約 7億円（見込み）が有料（受

益者負担）になります。少量の方とたくさん捨てる方の均衡

が図られ有料化というより均等化が図られます。 

 

 

 平成 26 年の計画では、T 字路の両側に横断歩道が設置される予定だったので、片側になってしまったことは

残念ですが、今回はバス停近くに設置されただけでもまずは良かった、と言えるのではないでしょうか。近年 

横断歩道で歩行者を妨害する車両の取り締まりは強化されています。一方で暗い時間に横断する際は、横断歩

道が視認しづらく歩行者が危険にさらされます。発光させるなど、安全対策を強化する必要があります。 
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枝の繁茂により電線を圧迫・断線する可能性、また台風等の際倒木等によりバス等の通行に支障に 

なる懸念もあり、長沼原町１８号線ではケヤキの街路樹の樹高が高くなり電線を圧迫しているケースが見

受けられました。昨年末に自治会の要望でメリットデメリットを勘案の上、強剪定を実施しました。 

みなさんの広い意見を募集しております。    電話 ０４３―４２４―０００１ 
 

（１）街路樹の剪定（電線との位置関係や倒木対策） 

（1）  
 

県道６６号線はとても渋滞しています。 勤労者プラザや、長沼原町から県道 66 号線

に通じる道として、千葉市長沼原 50号線を二車線道路で整備しています。  

以前は道路の側面が舗装されておらず、経年より。凹凸が発生し通った車がパンクす

る等の事態も起きました。歩道もしっかり確保することができて、地権者の皆さんには 

感謝申し上げます。今後は表面でも申し上げた通り、交差点部分が夜間には視認が難し

く、発光させる、などの対策が必要と考えます。                                  

   
 
 
 

（２）長沼原50号線 T字路拡幅整備 
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一昨年小倉台でも大規模な強剪定の

伐採を実施しました。しかし枝と電線等の

接触はなくなったが、枝葉が吹き出し、 

歩行者通行や道路の見通しに支障が生じ

景観が悪化した、との意見もありました。 

 今回は停電・倒壊等の対策が取れたこと

が重要で胴ぶきやひこばえの状況は今後

も注視してまいります。 

 

 

なんきんはぜ 

長沼原台の強剪定後のケヤキ並木 

（小倉台の伐採半年後） 


